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Ⅰ 実施概要                     

１ 目的  

次期総合計画策定に当たり、本市の将来のまちづくりを担う若者の自由な発

想により、まちづくりに関する新たな施策アイデアを提案してもらうことを目

的とする。また、フィールドワークを通して、若者が本市を見て、知ってもらう

ことによる市への愛着、定住意識の醸成を図る。 

フィールドワークや分析結果から検討された新たなアイデアや提案について

は、研究成果発表会を開催し、報告する場を設ける。 

 

フィールドワークとは？ 

あるテーマに基づいて現地（研究室外）での見学観察及びヒアリング、アンケート調査など 

を行う調査活動。 

 

 

２ 調査研究テーマ 

庁内から応募のあったものや企画政策課で提案したものから、以下のとおり

４つのテーマを設定した。 

〈テーマ一覧表〉 

タイトル 分野 市担当課 

緑区に点在する地域資源の発掘と効

果的な情報発信に関する調査研究 
緑区観光施策 緑区役所区政策課 

将来を見据えた公共施設の在り方に

関する調査研究 
公共施設施策 経営監理課 

ＩＣＴを活用したまちづくりに関す

る調査研究 
ＩＣＴ施策 

情報政策課 

文化振興課 

子育てにやさしいまちづくりによる

少子化対策に関する調査研究 
子育て施策 こども・若者政策課 
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３ 実施者 

  「さがまち学生 Club」に所属する２０名の学生が実施した。学年や大学の内

訳は以下のとおり。 

〈参加大学生内訳〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 実施期間 

 平成３０年６月～平成３０年１１月 

 

５ 実施の流れ 

（１）市からのテーマ説明・グループ編成 

各担当課からテーマに関する現状や、求める成果について説明を行い、

質疑応答を行った後、テーマごとに１班３～４人のグループを編成。 

性別 女性２０名 

学年 大学１年生４名、大学２年生６名、大学３年生８名、

大学 4 年生２名 

所属大学 青山学院大学、桜美林大学、相模女子大学、女子美術

大学、玉川大学、法政大学、目白大学 

さがまち学生 Club とは？ 

さがまち学生 Club さがまちコンソーシアムが監修する「まちおこし学

生団体。相模原・町田地域の大学生が在籍し、地域の活性化をテーマ

に、様々な主体と連携しまちおこし活動を企画・実施している。 
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（２）研究計画書作成 

グループごとに、提案する施策の方向性やフィールドワーク先、スケジ

ュール等をまとまた研究計画書を作成。 

（３）研究計画書プレゼンテーション 

作成した研究計画書について、各担当課に対し説明、プレゼンテーショ 

ンを行い、今後の方向性などについてのアドバイスや意見交換を実施。 

（４）フィールドワーク実施 

各チームそれぞれの研究計画書に沿ってフィールドワークを実施。 

（５）中間報告 

進捗状況などを各担当課へプレゼンテーションする報告会を開催し、今

後の方向性などについてのアドバイスや意見交換を実施。 

 （６）研究成果発表会リハーサル 

研究成果発表会の最終的なリハーサルを行い、発表に際するアドバイス

や助言をし、発表内容の軌道修正を実施。 

（７）研究成果発表会 

これまでのフィールドワークの成果を発表する場として、「フィー 

   ルドワーク in さがみはら 研究成果発表会」を開催。 

       

 

〈「フィールドワーク inさがみはら」実施の流れ〉 

 

 

 

 

 

 

【ガイダンス】

（7月3日）

・参加チーム決定

・趣旨説明

・テーマ決め

【研究計画書作成】

（7月～8月）

【フィールドワーク】

（8月～10月）

・調査実施

・調査結果の分析、考察

・発表準備

【研究成果発表会】

（11月18日）

・研究成果発表及び
市への提言

・情報交換会も実施
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Ⅱ フィールドワーク実施結果             

１ 市からのテーマ説明・グループ編成 

（１）実施日  

平成３０年７月３日（火）１９時～ 町田市生涯学習センター和室１ 

（２）結果概要 

市の各担当課から学生に向けてフィールドワークについての概要及び提

供テーマ、求める成果等の説明を実施。質疑応答を行った後、学生たちは自

分の興味のあるテーマを選定し、３人～４人のグループ編成を行った。 

 

〈テーマ説明会の様子〉 
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２ 研究計画書作成 

（１）実施日 

平成３０年７月～８月 

（２）結果概要 

まず、フィールドワークを実施するにあたり、調査の目的や意義、提案す

る施策の方向性、フィールドワーク先、スケジュール等を記載した研究計画

書を作成した。 

毎週火曜日に開催されている学生会議にて、付箋による意見の洗い出し 

やワークシートの作成などにより議論を行い、研究計画書を完成させた。 

 提出された研究計画書については、次ページのとおり。 

   

〈付箋による意見の洗い出し〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ワークシート例〉 
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○研究計画策定                         

さがまち学生 Club フィールドワーク in さがみはら 研究計画書 

研究テーマ 緑区に点在する地域資源の発掘と効果的な情報発信に関する調査研究 

テーマの背景 

中山間地域を含む緑区においては、他区よりも少子高齢化や人口減少の進行が早く、人口減少に伴う諸

課題が速いペースで顕在化することが考えられる（市まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

このような中、市民生活の基盤となる地域コミュニティの維持・強化を図っていくためには、人口減少

対策としての移住・定住促進の取組、とりわけ転出超過傾向が強い大学卒業世代や住宅購入世代に向け

た取組みを効果的に進める必要がある。 

テーマについての要望 

相模原市の自然環境や地理的要件等の地域資源・特性を活かしたシティプロモーションを効果的に行

い、移住・定住の促進や観光交流の拡大による地域活性化を図るため、大学生の若い発想、視点でフィ

ールドワークを実施し、地域資源等の掘り起こしと魅力的な情報発信手法等について提案してもらいた

い。 

またここで得られた提案を、2020 年東京オリンピック・パラリンピック等の国際的なイベントを見据

えたインバウンド対策としても活用したい。 

提案内容（仮定） 

おいでよ若者！in 緑区(暫定) 

本研究・提案の目的・意義 

（ターゲット）若者（特に大学生） 

・緑区に実際に若者が訪れること 

・(緑区にとって)知名度があがる、観光客増加、まちの活性化 

フィールドワーク先 

相模湖畔、宮ケ瀬湖（鳥居原ふれあいの館）、津久井湖 など 

フィールドワーク内容（調査方法、収集したい情報、対象者、質問内容など） 

それぞれのフィールドワーク先で現地見学。 

出来ればそこで働いている人及び訪れている人へインタビュー。 

スケジュール 

7 月～ 研究計画書作成 8 月 7 日  研究計画書完成（市担当課へプレゼン） 

8 月～9 月 フィールドワーク日程  

９月 15 日（土） 

９月 19 日（水） 

9 月～10 月 発表準備 

11 月 18 日 発表 

 

緑区観光施策グループ 
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○研究計画策定                          

さがまち学生 Club フィールドワーク in さがみはら 研究計画書 

研究テーマ 将来を見据えた公共施設のあり方(公共施設の老朽化対策)に関する調査研究 

テーマの背景 

本市では、人口急増期である昭和４０年代から昭和５０年代にかけて、小学校や中学校、公

民館などの多くの公共施設を整備してきたところである。これらの施設の老朽化が進行し、

改修や更新に多額の費用が必要と見込まれる一方、人口減少や少子高齢化などによる社会保

障費の増加や税収の減少など、財政状況は一層厳しさを増す中では、すべての公共施設を維

持していくことは困難であり、市では、今後３０年間で２０％の延床面積削減が必要である

と試算されている。こうした中、時代に過度な負担を残さず、将来にわたり真に必要な公共

サービスを提供していくためにも、将来を見据えた公共施設のあり方を検討するとともに、

施設の集約・複合化・長寿命化、既存ストックの活用、民間活力の活用など、多角的な視点

で公共施設マネジメントの取組みを進める必要がある。 

テーマについての要望 

公共施設の整備は、将来への投資であり負担でもあるという考えのもと、次代を担う若者と

して、人口、財政、まちづくり、地域コミュニティなどの多角的な視点でフィールドワーク

を実施し、既存の枠にとらわれず、皆さんがこれからも住みたいまちと思える公共施設のあ

り方を提案してもらいたい。なおここで得られた提案は、今後の具体的な公共施設の再編や

老朽化対策を考えていくうえでの参考にするとともに、実現可能なアイデアがあれば、積極

的に実現に向けて取り入れていく。 

提案内容（仮定） 

既存の公共施設を若者が集まるようにリノベーションする政策 

本研究・提案の目的・意義 

（ターゲット）これから相模原市を引っ張っていくであろう若者 

（目的）住民にとって愛着のある公共施設を活用しつつ、若者に相模原市を身近なものとし

て感じてもらうための政策 

（意義）既に定住している若者にとっては、自分の住む相模原市に誇りが持てるようになる。

相模原市にとっては、将来定住者が増える。相模原市の将来の担い手が生まれる。 

フィールドワーク先 

○アーツ千代田 3331 ○市内の廃校小学校 ○若者が集まる場所（大学を想定） 

フィールドワーク内容（調査方法、収集したい情報、対象者、質問内容など） 

現地見学。担当者へのインタビュー。ターゲットである若者へのインタビュー 

スケジュール 

7 月～ 研究計画書作成 8 月 7 日 研究計画書完成（市担当課へプレゼン） 

8 月～9 月 フィールドワーク実施。 

9 月～10 月 発表準備 11 月 18 日 発表 

公共施設施策グループ 
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○研究計画策定                             

さがまち学生 Club フィールドワーク in さがみはら 研究計画書 

研究テーマ ICT（情報通信技術）を活用したまちづくりに関する調査研究 

テーマの背景 

国においては、「世界最先端 IT 国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画」が平成２９年

５月に制定され、今後、さらに国の行政部門のデジタル化を起点として、民間部門や地方の

取組の拡がりへとつなげていくべく、IT 新戦略を策定するとしている。相模原市でも本市の

ICT 活用に関する新たな計画として「相模原市 ICT 活用推進計画」を平成２９年３月に策定

している。 

今後は ICT を活用した様々なサービスの提供が考えられ、他市町村ではすでに IC カードを

活用した高齢者の生活支援や WI-FI やクラウドを活用した ICT 遊具を設置した公園、IC カ

ードを利用した母子健康情報管理等が実施されている。 

こうした ICT を取り巻く環境の変化を的確にとらえ、現在、全国的に喫緊の課題となってい

る地方創生に関する取組の推進をはじめ、安全・安心の確保や子育て支援の充実など、地域

社会における様々な課題に対応し、魅力的なまちづくりをするために、ICT 活用が必要不可

欠である。 

テーマについての要望 

ICT を活用した様々なサービスは、魅力的なシティプロモーションに繋がり、選ばれるまち

を目指す本市にとって重要課題である。大学生の若い発想、視点でフィールドワークを実施

し、ICT を活用した新たなサービスや魅力的なまちづくりについて提案してもらいたい。 

提案内容（仮定） 

相模原市の芸術分野を盛り上げる ICT サービス 

本研究・提案の目的・意義 

（ターゲット）作り手（アーティスト）と受け手（主に若者） 

（目的）相模原市の芸術作品、アーティストについて知ってもらい、相模原市に訪れる若者

が増えるため 

（意義）相模原市に積極的に行動する若者が多く集まる。そして街の知名度が向上する。 

作り手と受け手が ICT を利用して繋がる。 

フィールドワーク先 

○アートラボはしもと ○相模原市 ICT 関連課 ○若者が集まる場所（大学など） 

フィールドワーク内容 

見学。担当者へのヒアリング。若者へのヒアリング。 

スケジュール 

7 月～ 研究計画書作成 8 月 7 日 研究計画書完成（市担当課へプレゼン） 

8 月～9 月 フィールドワーク日程 ９月８日 アートラボはしもと、その他調整中 

9 月～10 月 発表準備 10 月下旬 発表 

ICT 施策グループ 
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○研究計画策定                          

さがまち学生 Club フィールドワーク in さがみはら 研究計画書 

研究テーマ 子育てにやさしいまちづくりによる少子化対策に関する調査研究 

テーマの背景 

国においては、平成２７年４月から子育てを社会全体で支える仕組みとして『子ども・子育

て支援新制度』が始まり、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向

上を図るための取組みを、市町村が実施主体となって進めることとしている。 

相模原市においても、次代のさがみはらを担う子どもたちの健やかな成長を支える取組みを

計画的に進めるため、平成２７年３月に「相模原市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、

平成２８年２月に策定された「相模原市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の中でも重点プ

ロジェクトとして少子化対策があげられている。 

しかし、相模原市は合計特殊出生率が全国や神奈川県と比較して低く、人口置換水準との大

きな差があることが課題としてあり、今後訪れることが予想される急激な人口減少に歯止め

をかけ、魅力あるまちづくりをするために、安心して子育てができる環境を提供し、切れ目

のない支援をすることが必要不可欠である。 

テーマについての要望 

育児に関連した充実した行政サービスは、魅力的なシティプロモーションに繋がり、選ばれ

るまちを目指す本市にとって重要課題である。 

これから結婚・出産・育児を控えている大学生ならではの発想、視点でフィールドワークを

実施し、新たなサービスや制度、施策について提案してもらいたい。 

提案内容（仮定） 

こども、未婚者、パパママが楽しめる施設をつくる政策（暫定） 

本研究・提案の目的・意義 

（目的）相模原市の魅力を発信し、定住及び移住者を増やす。 

（意義）子育てに適している市と認識してもらう。 

結婚したくなる人が増える。子育てがしやすくなる。 

フィールドワーク先 

○相模原市子育て関連の担当課 ○親が集まる講座や保育園、または自分たちの母親など 

○子育て広場 など 

フィールドワーク内容 

担当課へのヒアリング。施設見学。パパママへのインタビュー。 

スケジュール 

7 月～ 研究計画書作成 

8 月 7 日 研究計画書完成（市担当課へプレゼン） 

8 月～9 月 フィールドワーク日程 調整中。まずは担当課へヒアリング。 

9 月～10 月 発表準備 10 月下旬 発表 

子育て施策グループ 
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３ 研究計画書プレゼンテーション 

（１）実施日 

平成３０年８月７日（火）１９時～ 町田市生涯学習センター和室１ 

（２）結果概要 

学生会議に市担当者９名が参加し、学生から作成した研究計画書の説明

を行った。市担当者から学生に対して、今後の方向性などのアドバイスや

研究計画書の内容について意見交換を行った後、各グループで内容の修正

を行った。 

 

＜プレゼンテーションの様子＞ 

 

 

４ フィールドワーク実施 

（１）実施日 

平成３０年８月～１０月 

（２）結果概要 

研究計画書に基づき、フィールドワークを実施した。各グループのフィ

ールドワークの結果概要は次ページのとおり。 
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フィールドワーク先① 「鳥居原ふれあいの館」 

【概要】 

宮ケ瀬湖を臨む県立自然公園の景勝地「鳥居原園地」に隣接する農林産物直売

所。地元の農林産物や加工品、工芸品の売り場のほか、食堂などがある。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・緑区の観光名所として市担当者からアドバイスがあり選定した。 

・宮ケ瀬湖のほとりに位置し、緑区の観光及び自然が体感できると考え調査を

行った。 

【調査結果・感想】 

・車を持たない学生にとっては、公共交通機関（電車・バス）を利用しての訪

問が困難であった。 

・緑区の自然を体感できるスポットであったが、訪問当日は観光客が少なく寂

しく感じた。 

・地元住民にインタビューした際、「緑区には目玉がない」とおっしゃってい

たのが印象的だった。 

・そこで働く従業員さんにお話を伺った際、親切に応対いただき人の温かさを

感じた。  

 

＜鳥居原ふれあいの館＞ 

  

 

 

緑区観光施策グループ 
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フィールドワーク先② 「宮ケ瀬ダム」 

【概要】 

愛川町半原と相模原市緑区青山、そして清川村宮ヶ瀬の３市町村にまたがる相

模川水系中津川に建設されたコンクリートダム。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・WEB 調査の結果、人工ダムとして全国有数規模のダムとの評価があったため、

観光資源になり得るか調査を行った。 

【調査結果・感想】 

・車を持たない学生にとっては、公共交通機関（電車・バス）を利用しての訪

問が困難であった。 

・雄大な自然を感じたが、観光客が少なく、現地での観光に繋がる PR を感じ

なかった。 

 

＜宮ケ瀬ダム＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

緑区観光施策グループ 
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フィールドワーク先③ 「相模湖（県立相模湖公園）」 

【概要】 

多目的ダムである相模ダムによって、相模川をせき止められて造られた人造

湖。昭和３９年の東京オリンピックではカヌー競技の会場として使用された。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・地元住民より緑区の観光名所として薦められ選定した。 

・WEB でもレトロゲームが揃ったゲームセンターやボートが出来る雄大な湖と

の評判があり、緑区の観光及び自然が体感できると考え調査を行った。 

【調査結果・感想】 

・車を持たない学生にとっては、公共交通機関を利用しての訪問が困難であっ

た。 

・緑区の自然を体感できるスポットであったが、観光客が少なく寂しく感じ

た。 

・湖は雄大で整備されており、また湖畔には多数のボートが置ける管理棟など

があり、水上スポーツの需要があると感じた。  

 

＜相模湖＞ 

  

 

 

 

 

緑区観光施策グループ 
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フィールドワーク先① 「アーツ千代田３３３１」 

【概要】 

東京都千代田区にある文化芸術施設。閉校した千代田区立練成中学校を改修。

文化芸術に携わる様々な団体が入居し、活動している。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・公共施設をリノベーションした先進事例として、フィールドワーク先に選定

した。 

・閉校した中学校をどのように再活用したかを体感するため調査を行った。 

【調査結果・感想】 

・教室や廊下、体育館などの作りを活かした運営を行っていて、建物をリノベ

ーションするときに、リノベーションをする前の面影を残しておく工夫が必

要であることが分かった。 

・平日にもかかわらず、若いファミリー層などのお客さんもいたのが印象的だ

った。 

・多くの芸術に関わる団体が運営しており、多種多様な拡がりを感じた。 

 

＜アーツ千代田３３３１＞ 

  

 

 

 

 

 

公共施設施策グループ 
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フィールドワーク先② 「CASICA」 

【概要】 

東京都江東区新木場にあるコンプレックス・スペース。倉庫をリノベーション

した施設で、「生きた時間と空間を可視化する」をコンセプトに、ショップや

ギャラリー、カフェ、アトリエ、撮影スタジオなどを展開している。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・公共施設をリノベーションした先進事例として、フィールドワーク先に選定

した。 

・倉庫をどのように再活用したかを体感するため調査を行った。 

【調査結果・感想】 

・倉庫が現代風のハイセンスなスペースに生まれ変わっていて、リノベーショ

ンの自由度の高さを改めて体感した。 

・建物本来の素材を活かしつつ、機能を生まれ変わらせて永く使用することの

意義を感じた。 

 

＜CASICA＞ 

  

 

 

 

 

公共施設施策グループ 
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フィールドワーク先③ 「相模原市立図書館」 

【概要】 

相模原市中央区鹿沼台にある市立図書館。１９７４年に開館。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・相模原市内公共施設の１事例として、フィールドワーク先に選定した。 

・老朽化が問題視されている公共施設の実情を体感するため調査を行った。 

【調査結果・感想】 

・きれいに運用されていたが、壁や床などの傷が目立ち、施設の老朽化を目の

当たりにした。 

・平日にもかかわらず、多くの利用者がおり、日ごろから地元住民に愛されて

いることが感じられた。  

 

＜相模原市立図書館＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設施策グループ 
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フィールドワーク先④ 「相模原市立青少年学習センター」 

【概要】 

相模原市中央区矢部にある公共施設。青少年に交流と活動の場を提供し、青少

年の健全な育成を図るための様々な事業を実施している。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・相模原市内公共施設の１事例として、フィールドワーク先に選定。 

 

【調査結果・感想】 

・こちらもきれいに運用されていたが、壁や床などの傷が目立ち、施設の老朽

化を目の当たりにした。 

・節電の影響もあると思うが、全体的に少しうす暗かった。  

 

＜相模原市立青少年学習センター＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設施策グループ 
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フィールドワーク先⑤ 「相武台公民館」 

【概要】 

相模原市南区新磯野にある市公共施設。旧磯野台小学校を改修。学習・文化・

スポーツなどの活動を通じて、心のふれあいを深める場として活用されてい

る。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・相模原市内公共施設の１事例として、フィールドワーク先に選定した。 

・当公民館は閉校した小学校を改修し建てられたと聞き、リノベーションの実

態を体感するべく調査を行った。 

【調査結果・感想】 

・きれいにリノベーションされていたが、一般の公民館と変わらない構造で、

ありきたりに感じた。 

・こちらも節電の影響もあると思うが、全体的に少しうす暗かった。 

・利用者は高齢者が多く、若者の利用が少ないと伺ったのが印象的だった。 

 

＜相武台公民館＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設施策グループ 
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フィールドワーク先① 「アートラボはしもと」 

【概要】 

相模原市緑区橋本にあるアート事業を展開する“アートの活動拠点”。美術系

大学等との連携によるワークショップやまちづくり活動などを通じ、アートに

よる先進的・実験的な取組みを行う。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・芸術をテーマに調査を進めるにあたり、市内のアート施設を調査する必要が

あったため選定した。 

・アートラボはしもとでは、地域の大学生が運営に参画しているという情報も

ありその部分についても参考になると思い調査を行った。 

【調査結果・感想】 

・ＪＲ橋本駅から徒歩で行ける距離で、またアリオ橋本に隣接しており、立地

の良さを感じた。 

・職員さんや運営をしている学生へのインタビューを通して、アートでまちを

盛り上げようという意気込みを強く感じた。 

・ただ当日はお客さんが少なく、せっかく芸術性の高い活動をしているのにも

ったいないと感じた。 

 

＜アートラボはしもと＞ 

  

 

 

 

 

ICT 施策グループ 
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フィールドワーク先② 「SUPER OPEN STUDIO（S.O.S）」 

【概要】 

アーティストのスタジオ（制作場所）をオープン（公開）することに主軸をお

いたアート・プロジェクト。相模原市近郊の美術系大学の卒業生約 120 人で構

成されている。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・市内の芸術をテーマに調査を進めるにあたり、市内のアート活動を調査する

必要があったため選定した。 

・S.O.S は地域の美術系大学卒の若手アーティストが参画しているという情報

もありその部分についても参考になると思い調査を行った。 

【調査結果・感想】 

・市内で活動するアーティストの想いを知ることができた。 

・若手アーティストはより発信力を、より活動できる場を探しているというこ

とが分かった。  

 

＜SUPER OPEN STUDIO（S.O.S）＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

ICT 施策グループ 
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フィールドワーク先① 「緑のおうち」 

【概要】 

相模原市緑区橋本にある地域子育て支援拠点。親子が気軽に集まることが出

来、情報交換や子育て相談が可能。市内には同様の子育て広場が４施設ある。 

【フィールドワーク先に選定した理由】 

・相模原市内の子育て支援施設の先進事例として、フィールドワーク先に選定

した。 

・子育て中の親や支援者へのインタビュー等を通して、子育て中の親がどのよ

うな悩みや不安を持っているかを調査した。 

【調査結果・感想】 

・普段交流することのない子育て世代のお母さんに子育ての話を聞いたこと

で、子育てには周りの人の協力が必要であると感じた。 

・行政がする援助はお金だけではないと知った。 

・緑のおうちは予約なしで気軽に利用出来ることが良い点だと思った。 

・取材中「今はご近所付き合いが少ない」と言っていたのが印象的だった。子

育ての悩みを共有できるコミュニティが少ないのかなと感じた。 

 

＜緑のおうち＞ 

 

 

 

 

 

 

子育て施策グループ 
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５ 中間報告会 

（１）実施日 

平成３０年１０月９日（火）１９時半～ 町田市生涯学習センター和室１ 

（２）結果概要 

   学生会議に市担当者９名が参加し、現状の調査結果及び施策構想を報 

告した。市担当者から学生に対して、今後の方向性などのアドバイスや提案 

の内容について意見交換を行った後、施策構想の軌道修正を行った。 

 

〈進捗報告の様子〉 

   

                        

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究成果発表会リハーサル 

（１）実施日 

平成３０年１１月６日（火）１９時半～ 町田市生涯学習センター和室１ 

（２）結果概要 

学生会議に市担当者１０名が参加し、研究成果発表会の最終的なリハーサ 

ルを行った。発表に際する助言をもらい、内容の軌道修正を行った。 

 

〈リハーサルの様子〉 
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Ⅲ 研究成果発表会実施結果                    

１ 研究成果発表会の概要  

（１）内容 

各グループが約６か月間をかけてそれぞれのテーマについてフィールド

ワークを行い、その中で考えた新たな市の施策等のアイデアについて、参加

者に向けて発表した。 

また、発表終了後、全参加者を対象とした意見交換会（ポスターブースセ

ッション）を開催した。  

  （２）日時 

平成３０年１１月１８日（日）１３時３０分～１６時 

（３）場所 

相模女子大学夢をかなえるセンターガーデンホール 

（４）参加者 

「さがまち学生 Club」所属大学生、市関係者、その他関係者、一般市民等 

計７８名 

  

２ タイムテーブル 

当日のタイムテーブルは以下のとおり。 

＜タイムテーブル表＞ 

時間 内容 

13：00～ 開場。受付開始 

13：30～ 開会。主催者あいさつ（下仲副市長）。発表会ガイダンス 

13：55～ 

学生発表。子育てチーム、緑区観光チーム、公共施設チーム、ICT

チームの順で発表した。発表時間は 10 分/1 チーム。発表後、テー

マ提供課の代表職員からフィードバックをもらった。 

15：00～ 下仲副市長から総評。 

15：15～ 意見交換会 

15：45～ まとめ 

16：00 閉会 
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＜準備や開会前の様子＞ 

   

３ 運営 

当日の司会及び受付・誘導など運営に際しては、全てさがまち学生 Club のメ

ンバーが担当した。また、次のような工夫した取組を行った。 

（１）いいね！カード 

発表中に、提案された内容などに「いいね！」と感じたタイミングで参加

者にカードをあげてもらった。場の一体感を演出することを目的とした。 

 

＜いいね！カード＞                   ＜会場の様子＞ 

      

（２）葉っぱ付箋 

参加者から発表された内容に関する意見や感想を１枚の葉っぱを模し

た付箋に記入してもらい、それらを１枚の樹型の模造紙にまとめた。 

     ＜葉っぱ付箋＞              ＜木の模造紙＞ 
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４ 提案内容 

 各グループが提案内容のプレゼンテーションを行った。各グループの提案内

容については次ページのとおり。（プレゼンテーション資料全編については、Ｐ

５４を参照。） 
  

＜発表会の様子＞ 
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タイトル 

観光客増加を目的とした地域資源の発掘・再発見 
～緑区に目玉をつくる！～ 

 

フィールドワークに行って感じたこと 

鳥居原ふれあいの館や相模湖公園などをフィールドワークし、また地域住民

にお話を聞いて印象的だったのは「せっかく緑区には様々な魅力がある 

のに、目玉になるような観光 PR ポイントがない」ということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲット 

フィールドワークでは公共交通機関（バス）を利用しましたが、１時間に１

本のバスしかなく非常に大変な調査でした。しかし自家用車を持っている家庭

では圏央道が開通したことにより、アクセスが一段と良くなったとヒアリング

出来たのが収穫でした。 

そこで私たちは、本施策のターゲットを「都心に住んでいる車を使う家族

連れ」とし、緑区の特徴である雄大な自然（湖）が体感でき、また自家用車に

よる交通アクセスの良さを活かした観光 PR 施策は何かを考えてみました。 

 

 

  

   

緑区観光施策グループ 
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提案内容 

①  緑区×迷える町 

小豆島では迷路のような街並みが観光スポットとなっています。相模原市で 

活動しているアーティストとコラボして町を迷路（アート）にすることで観光

客増加を狙います。 

また迷路の街並みでは、地域の食材を取り入れたご飯屋さんをつくること

や、地域の特産品やそこでしか買えないお土産物などを取り揃えた店を展開し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  緑区×水上スポーツ×湖 

ウェイクサーフィン、カヌー、SUP など年々世界的に水上スポーツの機運 

が高まっています。また相模湖は前回の東京オリンピックカヌー競技の開催地

でもあったため、水上スポーツと所縁は深いです。 

そこで相模原の湖で水上スポーツのイベントや運動会などを打ち出し、また

競技に緑区の特産品である「丹沢あんパン」や「ゆず」などを使用し、緑区の

シティプロモーションへ繋げます。「フライボード×パン食い競争」、「SUP×

玉入れ」、「ウォーターバルーン×玉転がし」など、色々な要素を組み合わせ

て、他地域にはない面白いイベントを企画することを考えています。 

   

 

 

 

 

 

 

緑区観光施策グループ 
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提案内容の効果 

上記提案が実現すれば、相模原市の知名度が UP し、それにより観光客が増

加し、最終的に地域活性化につなげることが出来ると考えています。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

緑区観光施策グループ 
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タイトル 

将来を見据えた公共施設のあり方 

～楽しい場所を作って楽しいまちに～ 

 

フィールドワークに行って感じたこと 

「アーツ千代田 3111」と「CASICA」をフィールドワークし、「リノベー

ションの自由度の高さ」を感じ、使用されていなかった施設を現代風にリノベ

ーションすることで、施設の再利用が出来ることの良さと、もともとある施設

の機能をうまく再利用する良さを知ることが出来ました。 

また、相模原市内の公共施設をフィールドワークし、全体的に老朽化が進ん

でいるのを肌で感じました。また特に若者が利用しないという現状も知ること

が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲット 

今後、少子化により廃校が増えていくことが予想されますが、学校には思い

出がたくさん詰まっています。そんな大切な場所を有効的に活用するため、施

設のターゲットを「学校」としました。 

また、今回のフィールドワークでは、相模原市内には若者が利用したい施設

が少ないという声が聞かれたことから、人のターゲットを「若者」とし、住民

にとって愛着のある学校を変身させ、若者に相模原の魅力・特色を感じてもら

う施策は何かを考えてみました。 

 

公共施設グループ 
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提案内容 

①  アミューズメントパーク化 

非日常を楽しみたい若者を呼び込むため、廃校をアミューズメントパークに

リノベーションします。学校を民間企業に貸し出し、運営も任せます。 

具体例は、今若者の間で流行している「リアル脱出ゲーム」や「おばけやし

き」を考えました。学校にある備品をリアル脱出ゲームの問題に活用すること

や、校舎全体を使った探索型おばけやしきなど、学校ならでは特徴を活かして

いくと面白くなると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② サードプレイス（心地のよい場所）をつくる 

サードプレイスとは「自宅」でも「職場」でもない第３の居場所です。若者

が定期的に集まれる居場所をつくるため、廃校を若者の理想の部屋にリノベー

ションします。運営は相模原市と地域の若者でします。 

家のようにくつろげるスペースをイメージにリノベーションし、ゲームや飲

食が気軽にでき、一人でも大勢でも気にならない何回も行きたいと思ってもら

えるスペースにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設グループ 
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提案内容の効果 

上記提案が実現すれば、若者に相模原の魅力、特色を感じてもらい、色々な

人が集まる楽しいまちになり、地域活性化へ繋がっていくと考えています。 

また、相模原市は色々な形で学校を大切にするという魅力が出来ると思いま

す。 

 

 

公共施設グループ 
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タイトル 

芸術×ICT で相模原市を盛り上げるサービス 

 

フィールドワークに行って感じたこと 

ICT に相模原市のどんな魅力を結び付けようかと考えた時に、相模原市はアー

トがあふれるまちと感じたことから、「芸術」に注目し、市内の芸術関連施設に

フィールドワークを行いました。そこで分かったことは、相模原市には、①たく

さんのアーティストが活動していること、②周辺に芸術系・美術系の大学が多く

芸術活動が盛んなこと、③アーティストと直接触れ合うことが出来ることなどの

強みがあることでした。 

一方でヒアリングの中で、「より多くの方に来てもらいたい」「情報をもっと周

知したい」「お客さんの意見ももっと聞きたい」「活動拠点をもっと増やしたい」

「芸術で市をもっと盛り上げたい」などの意見も聞こえてきました。 

 

 

 

 

 

 

ターゲット 

相模原市を芸術の街として全国的に広めるためには、芸術を見る側と作る側

の両者の面から施策を展開していく必要があると感じたため、ターゲットを

「観光客」と「アーティスト」としました。 

 観光客側からの視点で考えると「簡単にイベントや施設情報が届いたら良い

な」、アーティスト側からの視点で考えると「お客さんの意見がもっと聞けたら

いいな」といった要望が想定され、それら双方の要望を解決できるような ICT

の活用方法は何かを考えてみました。 

 

 
 

 

 

    

ICT 施策グループ 
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提案内容 

アートマップ（携帯アプリ） 

この携帯アプリは、相模原市内にある芸術作品の紹介、イベントやワーク

ショップの告知、活動場の空き情報共有ができます。 

具体的には、①作品名・住所などから目当ての作品を検索し、地図上に所

在地を表示させ、さらにクリックすると施設や作品の概要が表示される「作

品・施設サーチ機能」、②作品を見る側からの作品のレビューや作品写真の

投稿、作品を作る側からのイベントや作品などの情報や告知の投稿、市や地

域からの空きスタジオ・制作場所・展示場所の提供情報の投稿といった「３

つの視点からの投稿機能」、③その場で作品に携帯をかざすとメイキング映

像やアーティストからのコメントを鑑賞できるといった「位置情報機能」を

考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、継続して使用してもらう工夫として、投稿者にはポイントを支給

し、貯まったポイントを美術館の割引券や相模原市内で使える商品券などに

交換できる仕組みも想定しています。 

なお、アプリは、芸術系の大学生やアーティストに使ってもらうことや、

大きなイベント開催時に使用すること、SNS 広告などで周知していきま

す。 

 

 

ICT 施策グループ 
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提案内容の効果 

上記提案が実現すれば、全国に相模原市が芸術の街として知名度が上が

り、多くの人が相模原市に訪れることとなります。また、アーティストが制

作活動に専念できる環境を提供でき、アーティストと観光客が winwin の関

係になり、地域活性化に繋がると考えます。 

 

 

 

 

 

 

ICT 施策グループ 
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タイトル 

親子で使えるコミュニティの場を複数つくる 
～実家のような家～ 

 

フィールドワークに行って感じたこと 
以前相模原市が実施した市民アンケートにおいて、子育てのために充実して

ほしいサービスで一番多かった意見は「普段、保育園を利用していない子ども

でも、親の都合などで一時的に利用できる保育サービス」でした。そこで、私

たちはそこから施策の根本を「一時的に利用できる保育サービス」とし、市の

保育サービス施設である「子育て広場 緑のおうち」にフィールドワークを行

いました。 

そこでの調査で特に印象に残ったのが、「今はご近所付き合いが少なく、初

めての子育てで何が分からないのが分からない」、「子育ての息抜きが欲し

い」、「長い時間利用したい」、「子どもが徒歩で行きやすい近さにしてほし

い」、「気軽に食事がしたい」という意見でした。 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲット 
産科診療の医師不足、核家族化、地域コミュニティの希薄化、共働き世代の

増加により少子化が全国的に進んでおり、特に相模原市は合計特殊出生率も全

国的に低くなっています。そこで、ターゲットを「３歳以下のお子様がいる

親」とし、２人目３人目と子どもを育てたくなる街になるような施策は何かを

考えてみました。 

 

 

 

 

子育て施策グループ 
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提案内容 

実家のような家（親子で使えるコミュニティの場） 

実家のように気軽に訪れることができ、気軽にお話ができ、気軽に相談で

き、時間に追われずゆっくりすごせるコミュニティを相模原市に増やすこと

で、不安や情報を共有し、子育てに対してプラスに考えていける環境をつくり 

ます。 

施設は年々増加している市内の空き家を借り、徒歩圏内で訪れることができ

るように、中学校と同じ規模約３７箇所に設置します。運営は子育てを終えた

世代と地域のおばあちゃんに任せ、色々な人の需要に答えるために 24 時間開

放とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設には、ツミキやブロック、絵本、お絵描きなどの様々な遊びができ、大

人が常にいる「子ども用和室エリア」と、カーテンで区切られていて、布団で

寝ることもでき、子育ての情報を集めた本を読めるといった「大人用和室エリ

ア」、飲食自由で台所を隣接している「居間エリア」を用意することを考えて

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て施策グループ 
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提案内容の効果 

上記提案が実現すれば、子育ての不安や情報を親同士で共有でき、子育てに

対してプラスに考えて行ける環境が作られ、安心して 2 人目、3 人目を育てた

くなる街に相模原市がなり、地元愛もうまれ、少子化対策に繋がると考えま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て施策グループ 
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５ 市からの講評 

（１）緑区観光施策 

・アクセスが良い所を生かし、ターゲット層について、車を利用するファミ

リー層に絞ったことが良かった。 

・小豆島の事例も非常に参考になった。マリンスポーツ×イベント、地産の

パン、ゆずを使った運動会など斬新な発想だった。 

・水源地域という特徴を前向きに捉えて、水上スポーツという若者向けの分

かりやすい形で取り上げていてよかった。 

（２）公共施設施策 

・よくある公共施設の統廃合ではなく、リノベーションで生まれ変わっても 

っと良い価値のものに変えていく、廃校をプラスに変えていくという発想

が良かった。 

・若者の発想で公共施設をどうしていくかを考えることが公共施設マネジ

メントの新しい流れを創っていけるような期待を持った。 

・地域の学校のポテンシャルを良くとらえた素晴らしい発表だった。 

・公共施設の建て替えではなく、機能、使い方を見直してリノベーションす

るという発想は、公共施設マネジメントの課題の本質を良くとらえていた。 

・若者らしい自由な発想を持って発表され、提案に物語があった。 

（３）ＩＣＴ施策 

・芸術とＩＣＴの組合せが斬新だった。 

・アーティストと観光客を結ぶアプリはかなり具体性が高い内容であった。 

・市のＩＣＴ政策ではどうしても業務の効率化省略化を考えがちだが、今回

の学生提案は芸術を広めるツール、地域活性化をにらんでおり素晴らしい

と思った。 

・観光客とアーティストをつなげるという発想は若い方ならではで、コンセ

プトも明確であり、機能面も明確で具体的な提案だった。 

（４）子育て施策 

・市としては経済的支援に偏りがちだが、今回提案の親のコミュニティづく

り「実家のような家」は、空き家対策や市民の協働施策など様々な要素を

組み合わせておりとても良かった。 

・市外から人を呼び込んでいきたい中で、市内に実家がない方も多い。その

なかで実家のような家が身近にある安心感が得られると思った。 

・空き家の活用をプラスに活用するアイデアが良かった。 

・２４時間開放のアイデアが良かった。 
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６ 意見交換会 

各グループが提案したプレゼンテーションの内容について、参加者を交え  

 ての意見交換会を実施し、発表に対する意見や感想等を学生と参加者で共有  

 を行った。 

また、参加者には、意見や感想を１枚の葉っぱを模した付箋に記入してもら

い、それらを１枚の樹型の模造紙にまとめた。葉っぱ付箋で参加者から出た意

見は次ページのとおり。 

 

＜意見交換会の様子＞ 

   

  

＜葉っぱ付箋アートの様子＞ 
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＜迷路施策について＞ 

・とてもすてきな発想です！！迷える町ってとてもよいネーミングですね。 

・小豆島と相模湖と運動会という異なる要素を組み合わせた新しい発想だっ

た。 

・迷路はエリアが広いので地区ごとのコンセプトを上手く出せるとより良い

ものになりそうです！ 

・小豆島のように食や特産品を活かしたまちづくりも実現すれば観光客に選

ばれる緑区になると思います。 

・緑区に迷路となるような路地があるか…相模湖の水質改善はどうするのか

…など課題もあると思いますが、徒歩をベースとした観光と地元食材を食

べられるところはとても良いアイデアだと思います。 

 

＜水上スポーツ施策について＞ 

・運動会やりましょう！ 

・地場産食材と特産品いいね！ 

・相模湖を有効活用していくのは良い。 

・SUP で玉入れ、やってみたいです！ 

・湖面活用がユニークでした。実現したらスゴイ 

・湖で水上スポーツやってみたい！ 

・水上スポーツ運動会を是非実現してほしい。そして私が五輪に出て金メダル

を獲りたい！！ 

・空中に飛び上がりながら「パン食い競争」ってのは、斬新！大人には思いつ

きません。 

・丹沢あんぱんのパン食い競争はとても難しそう！でもすごく面白そうです

ね。話題性って大事だと思います。 

・水上スポーツと運動会のコラボは大変面白かったです！（フライボートとパ

ン食い競争はインパクト絶大でした。） 

・“特産品”を競技に使うアイデアは最高デス！  

・水上スポーツ×名産品のあんぱんというぶっとんだ発想好きすぎる。 

・湖と水上スポーツへの着眼が素晴らしいと思いました。学生のみなさん自身

が感じた緑区の良い所、悪い所を聞いてみたいです。 

・湖で水上スポーツという柔軟な発想が素晴らしいです。日にちや曜日を限定

してイベントを実施するだけでも、若者や競技者が集まり今までと違うに

ぎわいがうまれそうです。 

・新たなアイデアとして湖とレクリエーションスポーツのコラボは面白い。さ

らに、地域の人材、特産品の活用にもつながっていると思います。 

緑区観光施策グループ 
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・湖でのパン食い競争、見てみたいです！実現したら、取材などがきて、知名

度も上がると思います。 

・アーティストの活用は大事な視点で良かった。湖×スポーツは河川管理者と

の調整などのハードルはあるが、とても面白い取組だと感じた。 

・相模湖で実施する水上スポーツと運動会をコラボレーションして、これまで

にない競技をきっかけに知名度増につなげる視点はおもしろいと感じまし

た。 

・スポーツイベントを行うのは集客が見込め良いと思う。小学校の運動会にか

け合わせるアイデアは、昔を懐かしむ大人を魅了すると思う。 

・水上スキーと地元名産品のコラボは現状一番実現できそう。受け入れ側はど

うなのだろう。 

・地域の特産品を利用したスポーツ大会や湖の活用は、とてもおもしろいアイ

デアだと思います。 

・相模湖がウォータースポーツの場になったら素敵だなと思いました。その為

に湖水の浄化が必要かな？！ 

 

＜ターゲットについて＞ 

・車でのアクセスの良さを活かし、地域をからめて盛り上げていく。 

・宿泊施設を誘致し、長期滞在できるリゾートタウンに再編してほしい。 

・車で行きやすい（駐車場が広いなど）の配慮がされている目玉スポットがで

きると良い。 

・知名度ＵＰ地域活性化に向けて、ターゲットをしぼる視点がよかった。自然

をベースにして活用方法はまだまだありそうな気がした。 

・ターゲット選定が適切と感じた。迷路のまちは藤野町にぴったりと思った。

湖の分析が良い。水上スポーツやってみたい！ 

・緑区に目玉を作るかについて提案が良かったです。高速道路からのアクセス

の良さを活かして観光客を呼びこもうというアイデアも面白かったです。 

・毎年山中湖でホバーボードをやっていますが、所沢や横浜から来ている人が

いるので充分誘客は見込めると思います。運動会のアイデアはとてもいい

と思います。 

 

＜施策についての提案・意見＞ 

・宿泊をのばす仕組みをもっと考える必要があると感じました。 

・相模原市緑区の知らない所を多く発見できる発表でした。 

・具体的な活性化案がオモシロイ！！ 

・くりかえしきてもらえる工夫やしかけも大切ですネ！ 

緑区観光施策グループ 
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・多様な視点から考えられたアイデアでとても楽しい政策だと感じた。 

・迷路のような面白い⇔道がせまい⇔都心からの車は遊びに来にくいかも。 

・迷路、ウォータースポーツと名産品の運動会など斬新でおもしろいアイデア

がいっぱいでした！是非実現を！ 

・藤野町のアート集村は“迷路のまち”に使えるでしょうか？プレジャーフォ

レストはうまくいってるでしょうか？ 

・相模湖にある「Amille」というカフェはまだあるかなぁちょっとおもしろい

お店デス！ 

・迷えるまち、水上スポーツはとても斬新なアイデアでとても楽しく聞かせて

いただきました。実現すれば、緑区の目玉になるのではないかと感じまし

た。 

・”フライボード×パン食い競争”は、実現できるとおもしろい。「水」と「山」

に着目した「山岳トライアスロン」はどう？ 

・相模原市外から人を呼び込むことも大事ですが、先ず相模原市民が何度も行

ける環境作りが必要ではないでしょうか。 

・相模原に道の駅を設置すればよいのではないか。スポーツ競技会によって、

地域振興的イベントは多くある。ぜひ、魅力的なイベントを広げて欲しい。 

・相模原市は、観光の分野に課題があると思いますが、今回ご提案いただいた

ような、他にはない事業を展開することで相模原も観光のまちとなれば良

いと感じました。 

・水上スポーツはシーズンスポーツというイメージが強いのですが、どの様に

クリアしますか？丹沢あんぱんは相模原の特産品なんですか？名前変えち

ゃう？ 

・観光について湖で色々なイベントを企画され若い人が入って来そうな可能

性を感じました。迷路でまわっていくうちに知ってもらいファンがふえそ

う。 

 

  

 

 

 

 

緑区観光施策グループ 
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＜廃校のアミューズメントパーク化について＞ 

・おばけやしきという発想がすばらしい！ 

・おばけやしきがおもしろい！いいね！ 

・子どもが減ると廃校になる学校を、若者をターゲットにしたアミューズメン

トパークにする、面白い発想だと思いました。 

・色々な形で学校を大切にするというテーマが魅力的でした。おばけやしき、

本当にこわそうですね。 

・相模原市に少ないアミューズメントパークをリノベーションで実現すると

いうアイデアに惹かれた。 

・おばけやしき嫌い～！！怖いわ！！明るい場所でオバケ屋しきやってよ？

笑。とても良いプレゼンでした。1 人 1 人ちゃんと意見していて素晴Ｃと

思いました。 

・おばけやしきの案が採用されたことがこのＦＷで一番うれしかった。 

 

＜サードプレイスについて＞ 

・若者が無料で利用できるサードプレイスが出来ると良いですね。 

・公共施設をサードプレイスをはじめとする心地良い場所にする視点が良か

ったです。 

・子どもの城→学校の活用。しかも大切に使うというコンセプトが良いと思い

ます。“サードプレイス”若者のたまり場って良いと思います。 

・「さがまち」で実際に期間限定イベントでもよいのでサードプレイスをプロ

デュースしてほしい。 

・若者が気軽に集まれる場（コミュニティの場）が増えると、少子化対策にも

なると感じた。 

・サードプレイスという言葉を知らなかったがおもしろい発想だと思った。い

ごこちの良い「さがみはら」になると良いと思います。 

・この提案を、若者である皆さんと具体的に考えていけると良いと思いまし

た。サードプレイスを一緒につくりましょう！ 

・公共施設のリノベーションに学生が魅力を感じるにはという柔軟な発想が

面白かったです。サードプレイス化できたら、新しいコミュニティの場にな

りそう。 

・是非、わくわくする施設へリノベーションしてもらいたい。若い人の意見を

とり入れてほしいですね。サードプレイスも大事！ 
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＜全体の意見＞ 

・企業が入るのがいいね！ 

・学校に着目したところが良かった。 

・とてもユニークな発想ですてきでした。 

・学校に着目されたのがさすがですね。 

・若者ならではのアイデアでビックリ！！実現するとイイネ！ 

・学校への愛着や思い出を大切にするという発想がとても良かったです。 

・若者でなければ思いつかないアイデアで可能性が大きい政策だと感じた。 

・ただ建物をとりこわしてしまうのは、なんだかなぁ…、って思いますもんね。

共感しました。 

・学校をテーマパーク化してアミューズメントパークにする案は“若者ウケ”

すると思いました。特にリアル脱出ゲームはやってみたい、サードプレイス

化することも面白いと思うし、若者が一緒に運営することで時代の流行を

適宜取り入れることが出来るのかなと思いました。 

・「学校」という若者にも慣れ親しんだ場を地域の活性化につなげる視点は良

いと思います。子どもから高齢者まで、誰もが愛着を持てる施設になるとい

いですね。 

・若者が公共施設にあまり行かないことに気付き、若者が来たいと思える提案

をいただき大変興味深く感じました。 

・学校が楽しくなるイメージが出きた。「学校を大事にしている市」というシ

ティセールスができる。 

・公共施設のリノベーションの良い例を一つ実際に現実に作れるとその流れ

が一気に加速すると思う。 

・「ありきたり」との感想がとてもステキでした。若者が考える理想の場所に

ついもっと聞いてみたいです。 

・課題認識まではとても共感できた。その先については、とても斬新なものだ

と思いました。「公共施設」というものが何かを考えることも必要かもしれ

ません。 

・公共施設をうまく使うことでリノベーションまちづくりの核（スタート）と

なる！ 

・学校をはじめ多くの施設が余っていく中、重大な課題ですが、楽しい場所に

する若い人達が集まる場所にするという発想は、これまで持っていなかっ

たと思うので大変参考になりました。 

・市の施設はなかなかメンテナンスが行き届いていない気がしています。今回

のおもしろい施設はリノベしたあとの事も実現したらと柔軟に考えたら良
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いと感じました。 

・思い出のつまった学校を有効活用するという目の付けどころが良いと思い

ました。 

・廃校はマイナスのイメージがあったが今回の提案で明るい未来が想像でき

た。 

・学校をリノベーションして若者向きに生まれ変わらせるという発想が斬新   

 だ。 

・公共施設の今後の利活用についてサードプレイス化、アミューズメントパー

ク化という具体的な提案があり興味深い発表だった。大学生の目線で意見

が述べられていたのも良かったです。 

・相模原市で時間に余裕のある若者は学生やインバウンド（観光客）ではない

でしょうか。企業も巻き込んだ楽しみ方を期待します。 

＜提案・意見＞ 

・カルチャー系の施設がほしい♪ 

・学生が企画をするイベントの持ちこみとかもいいですよね！ 

・ぜひ民間を活用しましょう！ 

・学校を地域の「カルチャーセンター」に再編する工夫をしてほしい。 

・インスタ映えするスポットになれば、自然と人があふれイキイキした町にな

るはず。 

・アミューズメントパークへのリノベーションも楽しいですが、一過性になる

ことはありませんか？継続させるにはどうすれば良いか？ 

・ターゲットはどこの若者？？公共施設として？？一般企業向け？？着地点

が良く分からない。 

・ターゲットとして提示されていた「若者」とは、どの世代のことを指すのか、

疑問に思いました。また、流行りものは継続性が少し不安かな？と思いま

す。全体的に面白かったです！ 

・廃校を利用した若者が集まる場所のアイデアはとても良いと思う。あわせて

高齢者も参加出来る仕組があると良いです。 

・これから先、色々な公共施設が老朽化、時代に合わない形になっていくと思

うので、色々な施設のリノベーションをこれからも考えてみて下さい。 

・学校（廃校）活用は基本線は良いと考えます。アミューズメントはちょっと

難しい（サイクルの割にリターンがとぼしい）。サードプレイスの議論をも

っと深めてもらいたい。一人で楽しめるのも大切です。 

・若者が集まるのはとても大事ですが、少子化も進むと卒業生は若者だけでは

ないので、若者以外にも楽しめるという視点もあると良かったです。 
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＜アートマップについて＞ 

・具体的ですばらしい！ 

・空家ポイントがいいね！ 

・スマートフォンアプリのデザイン（オリジナル）がイイネ！ 

・作品ごとの位置情報機能が面白いと思いました。 

・アートマップに移動手段もあるといいですね 

・非常に具体的な提案でびっくりしました。 

・いろいろな組合せができそうですね！ 

・いまあるものを知ってもらうツールとしてＩＣＴは使えますね♪♪ 

・すぐに取り組める具体性のある内容で素晴らしかった。 

・美術のまちとしてのプロモーションツールをアプリとした点が良かった。 

・ＩＣＴを活用した作品やアーティストを身近に感じるシステムが良い。 

・まず、学生に使ってみてもらいイベントを開催～といった流れはイイネ！ 

・現場に行かないと分からないメイキング映像 etc は良いなと思います。 

・アーティストが活動に専念できる環境を整えることも１つの主眼において

いる所が良いと思いました。相模原＝美術であるためには、アーティストに

やさしいことが重要ですよね。 

・芸術のまちの認知度向上の核がしっかりしていていいね！ARTMAP はゲ

ートウェイ的な位置づけかなと？（開発 メンテ？）一番良かったのは「継

続性」をしっかり考えているところ。一過性になりがちです。 

・すぐにでも使えそうなアプリだと思います。市外からの観光客も呼べるし市

全体の文化度も UP するステキなアイデアだと思います。 

・ＩＣＴ×芸術を ARTMAP というアプリで実現する提案が魅力的であった。

発表のやり方が見やすく聞きやすかったです。アプリもすぐにでもサービ

ス化出来る内容でした。 

・相模原＝アートのまちという機運が高まりつつある中で、ＩＣＴを活用する

ことで効果的に芸術家と観光者、地域の活性化につながるという素晴らし

い内容でした。この仕組みは、芸術以外の分野にも活用できるものと感じま

した。分かり易い発表・資料でした。 

・アートマップアプリ開発については、芸術を広めるツールとしてとても良い

と思います。Wifi 環境などインフラ整備と併せて実現できるとさらに良い

と思います。 

・美術のまちとしてのプロモーションツールをアプリとした点が良かった。・

すぐに取り組める具体性のある内容で素晴らしい。 

・こんなアプリがあったら最高です 皆まわってポイントをためるのもおも
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しろいな。 

・このアプリによってアーティストのモチベーションが高まると、アーティス

トが有名になっても相模原に居続けてくれるような気がします 

・ＩＣＴから芸術に結び付ける発想が意外で面白かった。実現可能性も高いの

ではないか。 

・アプリのプロモーション、使ってもらえる工夫がされており具体的でよかっ   

 た。 

・「芸術」をＩＣＴを使うことにより、相模原市のシティセールスにすること

ができる。 

・芸術について興味のない方にアプリを取り入れてもらえる様な工夫がどこ

にあるのか気になった。まずはアーティストと興味のある人がワークショ

ップに参加したい人を対象に、盛りあがったらよいと思いました。 

・ＩＣＴと芸術をかけあわせることは、大変興味深く感じました。こうしたこ

とで相模原に興味をもってくれる人が増えるといいなと感じました。 

 

＜全体について＞ 

・Win×Win ですね。 

・芸術という資源を生かしたまちづくりという発想がすごい！ 

・プレゼンの流れが分かりやすく聞いていて面白かった。 

・ロジック・プレゼン共に洗練されていて、とてもステキな発表だったと思い

ます!!   

・プレゼンの流れが分かりやすく聞いていて面白かった。ターゲットや繋がる

方法がしっかり考えられていて、さすがでした。 

・アートを取り入れたまちづくりというのは、他にも事例はあるが、アーティ

ストと観光客を結ぶという具体的な提案が分かりやすかったです。 

・非常にロジカルでわかりやすいプレゼンでした。内容についても他分野の複

数の問題を解決できる良いものでした。ＡＲはとてもよいと思います。 

・芸術のまちという新しい視点をＩＣＴでどうＰＲするのか具体的な説明が

あり、説得力があるなと思いました。 

・プレゼンがとても素晴らしかったです。このアプリをつくるに当たり、産、

学、官の協働による実現ができると良いと感じました。 

・非常によくまとめられた発表で大変聞きやすかったです。内容も若者らしい

情報通信端末も使ったもので、今後のまちづくりの大切な視点になると思

います。 

・ＩＣＴを利用するだけでなく、様々な効果を考えて提案された政策で実現性
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も大きい。 

・相模原市の強みの１つである”芸術”をＩＣＴを活用して拡散するという発

想に驚かされました。若い皆さんならではの提案でした。 

・地域活性化にもつながる取組みになると思います。ありがとうございます。 

・とても素晴らしい提案でした。Winwin の考えが想像しやすく芸術のまち相

模原の発展と制作者やお客さん側にもメリットのある魅力的な提案でし

た。プレゼンの内容もさることながら、即実性のある提案、プレゼンのやり

方もとても良かったと思います。文化の振興の視点を盛り込んでいること

と新規の顧（個）客獲得につながると思います。 

 

＜提案・意見＞ 

・カルチャー教室。 

・現実味は一番ありますね。イケそうなカンジが。 

・今すぐつくってほしいです。ＳＯＳ、知りませんでした。 

・位置情報を基点としてアーティストと利用者を結びつけていくことをとて

もリアルに提案出来ていました。せっかくなので、アプリの開発の前に相模

原をイメージできるものを入れてみては。 

・相模原市内の大学に通っているが、あまり、相模原市＝芸術とあまり感じま

せん。この施策でもっと魅力的な町に広まっていったらいいなと思いまし

た。 

・アートとかかわるのは観光客はもとより．．．まず市民がかかわっている情報

発信環境を作ってほしい！ 

・ＳＯＳに。また、行きたい！！１ヶ月に１回くらいのペースで開催して下さ

い！！！ 

・芸術に触れる機会が増えて、自らが「アーティスト」になりたいという人を

支援するシステムがあれば．．． 

・これは「アートビジネス」を支えるインフラにすべき。評論家や画商を呼び

込む工夫を！ 

・アプリ開発を通して広めるツールは良いと思う。もっと位置情報を利用して

利用者に還元できれば、良くなっていくのではないか。 

・アプリはすごく便利だがさがみはらが「芸術の街」として有名になっていく

のは軽く違和感を覚えました。 
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＜実家のような家施策について＞ 

・コンセプトがいいね！ 

・ポニョのような家に感じました。 

・「縁側」は実家らしい大きな要素!! 

・少子化×空き家の発想が良かった。  

・実家のような場所があるといいね！ 

・「実家」のコンセプトは重要なポイント。 

・空家対策と組み合わせたことが素晴らしいと思います。 

・こんな「居場所」がたくさんできると良いですね。 

・「実家」のイメージはとてもわかりやすいと思いました 

・あったらいいな!!がつまった提案だと感じました。 

・実家のような家。安心して子育てができると良いですね。 

・実家のような家を実現し、すべて空家の活用案に期待します。 

・空家対策、市民協働などの施策と組み合わせた子育て支援策？？？面白い。 

・「実家のような家」というのが、とてもキャッチーだと思いました。 

・親が休める空間を用意する視点が含まれているのが良いと思いました。 

・空き家を対象とした実家の様な家、ユニークな提案で良かったと思います。 

・元気なおじいちゃんやおばあちゃんの”いきがい”にもなりそうですね。 

・（子育て支援）（空き家問題）（地域の就労支援）これらを同時解決！ 

・実家のような家、空き家の活用、24 時間開放という点がすばらしい。 

・「実家のような家」地域のおじいちゃんが運営者になっても良いと思いまし

た！ 

・クリアすべき課題はたくさんあると思いますが、提案のような実家のような

家が作られたら素晴らしいと思いました。 

・”実家のような家””和室”へのこだわりは、日本らしくコミュニティを大

切にするのでとても良いと思います！ 

・実家風、24h 対応、空き家活用、中学校区など、とても参考になる内容で

した。身近な所で、地域で子どもを育てる、子どもを大切にすることが求め

られていると感じました。 

・実家のような、空き家利用、24 時間 ok、素晴らしいと思います。24 時間

運営を担保できるか（運営者、セキュリティ、財源 etc‥）。 

・２４時間運営、いいアイデアだと思います。夜中に不安な気持ちになったと

きに、相談できる相手がいると安心。 

・２４時間、子どもと実家のような場所ですごせるには、近くに実家がない人

にとって、うれしいと思う。 
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・２４時間空いているのは魅力的、夜行っても、誰かが話を聞いてくれるだけ

でも、気分が楽になりそう。 

・実家のようなくつろげる空間で誰でも行きやすい場であれば、運営側にも地

域の人達や若い人達が参加しやすく、地域のコミュニケーションの拠点に

なるのではと思いました。 

・”空間利用”という着眼点が良いと思います！高齢者の人材活用にも良いア

イデアだと思います。 

・空家まで考えが及んだのはとてもよいと思います。複数の問題を組み合わせ

るとはとても重要、あとは周知ですね。 

・不安を相談できる場の提供がより増えると良いと思う。（インプット/アウト

プットの場にも） 

・実家のような家 good！空家対策、運営者は地域のおばあちゃん、中学校と

同数 37 校、和家の活用、縁側、ちゃぶ台、いいね！ 

・24 時間で利用できる体制が実現できれば、子育て世代にはとてもありがた

く、継続して利用したくなると思います。運営者も子育て経験者ということ

で、安心して子どもを預けられると感じました。 

・少子化対策に向けての具体的な対策があげられていたのが良かったです。空

家を活用する点も良かったです。 

・子育て世代の要望を活かした実家のような家を作るというコミュニティ的

な発想がとてもよかった。 また、親も子もそれぞれにくつろげる場所を作

っていくというところもよかった。 

・母親としては、寝れるのが嬉しいと思います。子どもとしてもコミュニティ

ができて、定住傾向が強くなってとてもいいと思います。 

・実際にママさんたちの意見を聞いているのがとてもいいと思いました。提案

に対するママさんの意見も聞いてみたいと思いました。 

  

＜発表全体について＞ 

・ニーズ調査がしっかりしており、これから必要となる対策だと思った 

・少子化と空き家、社会が抱える大きな課題を結びつけたテーマは、とても興

味深いものでした。 

・子育てをするのに、悩みも相談できないという話を聞きます。今回提案いた

だいた内容は、気軽に相談ができる場として大変良いと思いました。 

・良いアイデア、良い視点がたくさん詰まった発表でした。１番伝えたかった

ことがもっと分かると、より良いプレゼンになると思います。 
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＜意見・提案＞ 

・地域に任せすぎると、人間関係が心配。 

・なぜ中学校数？小学校くらいあっても・・・ 

・中学の 37 校とあったが、地域の公民館との違いは？？ 

・継続して、具体的な地域を絞って、シュミレーションしてみてはどうか！ 

・犬や猫などの動物をとり入れて、家族感を出してみては。 

・子育て以前に、結婚しない女性が多いことは問題でないでしょうか。女子大

では結婚に関する勉強をしているでしょうか。 

・子育て支援と空き家対策という、2 つの課題を一度に解決できる提案でし

た。運営者のおじいちゃんも仲間に入れてほしいな～。 

・この事業は「人」をどう手当てするかがポイント。ボランティアでは回らな

い。市に事業化してもらいましょう。 

・実現に向けて、市がどの様な支援をすることが効果的か提案があるともっと

素晴らしい。 

・出産率の低下はコミュニティ不足、施設の不足が主因でしょうか？他にも原

因があると思いますが。 

・子ども産みたいけどな・・・。制度が難そうだしお金かかりそう・・・。不

安がいっぱい!!!! 

・市内には子どもセンターや児童館が充実していると感じて子育てをしてき

ました。施設を増やすことで、問題解決になるか。どの程度、考えています

か？現在ある子育て広場の人材も不足していますが、その対応策は？ 
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７ まとめ 閉会 

  閉会に際して、学生代表が発表会の感想及び感謝を述べ閉会した。学生の 

感想については以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○正直、大学生の考えた企画なんてただの参考程度だろうと感じていたが、発表し

てみると、すごく真剣に聞き、質問をしに来てくれた大人の人々を見て、本気で

考えてくれていることを知れたし、私たちの企画が実現に近づければ嬉しいと思

う。 

○いい企画が他にももっと出ていたので、報道陣が居ればもっと良かったと思っ

た。 

○大勢の人の前で発表するのはとても緊張しましたが、意見交換会で、多くの方と

お話ししたり、「すごく良い案だね」など言って下さり、より深いお話を聞くこと

が出来て、やってよかったなと思いました。 

○フィールドワークを通して、相模原をより身近に感じることが出来て良かったと

思います。 

○企画の段階でアイデアを出し合ってお互いに付け加えながらいいものが出来るよ

うにしていくことを学びました。自分の意見を言えるようになったと思います。 

○「市」というとても大きな規模が絡んでいるということもあって何度も挫折しそ

うだったが、市の皆さんと仲間たちと一緒に、それぞれの観点から話し合いを重

ねていくことで、自分の視野も広がり考え方も変わった気がする。最終的にはや

ってよかった、頑張ってよかったと思えるフィールドワークだった。 

○参加前と参加後で、自分の興味が持てる分野が増えた。 

○すぐに取り掛かれる施策ではなく、ここに行き着いたプロセスを発表すること

で、本当にあったらいいななどたくさんの共感を得られたのは嬉しかった。 

○自分たちの伝えたいことを伝えることが出来て嬉しかったです。発表したり、意

見をいただくことで、どのように、そこから何を感じてもらえたか分かることが

出来ましたし、内輪で終わることなく、足りない部分など、発展して、内容につ

いて考える機会を得ることが出来ました。 

○実感することの大切さを感じました。実際に体験したり、その場に行くことで、

人に伝わるプレゼンになるのだなと思いました。 

○ネットの情報だけでは得られない問題となる現状をしっかりと自分の目で見れた

ことで、素直な生な声、意見、発想を得ることが出来た。 

○さがみはらという地域の特徴、それぞれの問題がわかりました。身近な地域が今

どういう状況であるのか知っておくことは非常に大切なことだと思いました。そ

してそれらの問題点はどこかしらに共通点があり、１つ解決すれば他の問題にも

何らかの良い動きが起こるような連鎖があるのではと感じました。 
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＜まとめの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜終了後の記念写真＞ 
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Ⅳ 発表資料                     

＜緑区観光施策グループ 発表資料＞ 
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 ＜公共施設施策グループ 発表資料＞ 
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 ＜ICT 施策グループ 発表資料＞ 
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＜子育て施策グループ 発表資料＞ 
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